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(54)【発明の名称】 表示装置及び表示装置の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  表示品位を低下させることなく発光輝度を調
整することができる、単一色の発光表示を行う表示装置
を提供する。
【解決手段】  ２つの発光層１６，１７を積層して構成
される有機ＥＬ素子１２を画素として用い白色の発光表
示を行う表示パネル１１に対して、表示制御部１９は、
各ＥＬ素子１２に印加する駆動電圧レベルは変化させず
にＰＷＭ制御を行うことで減光表示を行う。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬ(Electro Luminescence)素子を
画素として用いることで単一色の発光表示を行う表示装
置において、
発光表示の輝度設定を変化させる場合に、有機ＥＬ素子
に印加する駆動電圧レベルを所定範囲内とした状態で、
視覚によって認識される発光表示色が変化しないように
構成されることを特徴とする表示装置。
【請求項２】  有機ＥＬ(Electro Luminescence)素子を
画素として用いることで単一色の発光表示を行い、複数
の表示領域を有する表示装置において、
前記複数の表示領域の少なくとも一部について領域の大
きさが異なる場合に、有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
レベルを所定範囲内とした状態で、視覚によって認識さ
れる発光表示色が変化しないように構成されることを特
徴とする表示装置。
【請求項３】  前記有機ＥＬ素子は、複数の発光層が積
層されて構成されていることを特徴とする請求項１また
は２記載の表示装置。
【請求項４】  前記有機ＥＬ素子は、単一の発光層を有
して構成されていることを特徴とする請求項１または２
記載の表示装置。
【請求項５】  発光表示色が白色であることを特徴とす
る請求項１乃至４の何れかに記載の表示装置。
【請求項６】  前記発光表示色は、色度座標値が(0.25,
0.25)－(0.25,0.45)－(0.40,0,40)－(0,40,0.25)の範囲
に相当する色であることを特徴とする請求項５記載の表
示装置。
【請求項７】  前記所定範囲は、発光表示色の色度差
０．４に相当する電圧であることを特徴とする請求項１
乃至６の何れかに記載の表示装置。
【請求項８】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧を
ＰＷＭ(Pulse WidthModulation)制御することで、減光
表示を行うことを特徴とする請求項１乃至７の何れかに
記載の表示装置。
【請求項９】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧を
ＰＷＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴とす
る請求項１乃至８の何れかに記載の表示装置。
【請求項１０】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＦＭ(Pulse Frequency Modulation)制御すること
で、減光表示を行うことを特徴とする請求項１乃至７の
何れかに記載の表示装置。
【請求項１１】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＦＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴と
する請求項１乃至７または１０の何れかに記載の表示装
置。
【請求項１２】  ドットマトリクス型の表示領域と、セ
グメント型の表示領域とを備え、
双方の表示領域を構成する有機ＥＬ素子に印加する駆動
電圧をＰＷＭ制御し、ＰＷＭデューティがほぼ同一とな
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るように制御することを特徴とする請求項１乃至７の何
れかに記載の表示装置。
【請求項１３】  前記ＰＷＭデューティを変化させるこ
とで減光表示を行うことを特徴とする請求項１２記載の
表示装置。
【請求項１４】  複数の定電流源を有し、前記有機ＥＬ
素子に駆動電流を供給する駆動回路を備え、
前記セグメント型の表示領域に対して接続する定電流源
の個数を、前記ドットマトリクス型の表示領域に対して
接続する定電流源の個数よりも多くすることを特徴とす
る請求項１２または１３記載の表示装置。
【請求項１５】  有機ＥＬ素子を画素として用いること
で単一色の発光表示を行う表示装置を駆動する方法にお
いて、
発光表示の輝度設定を変化させる場合に、有機ＥＬ素子
に印加する駆動電圧レベルを所定範囲内とした状態で、
視覚によって認識される発光表示色が変化しないように
することを特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１６】  有機ＥＬ素子を画素として用いること
で単一色の発光表示を行い、複数の表示領域を有する表
示装置を駆動する方法において、
前記複数の表示領域の少なくとも一部について領域の大
きさが異なる場合に、有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
レベルを所定範囲内とした状態で、視覚によって認識さ
れる発光表示色が変化しないようにすることを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項１７】  前記有機ＥＬ素子は、複数の発光層が
積層されて構成されていることを特徴とする請求項１５
または１６記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１８】  前記有機ＥＬ素子は、単一の発光層を
有して構成されていることを特徴とする請求項１５また
は１６記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１９】  前記表示装置の発光表示色を白色とす
ることを特徴とする請求項１５乃至１８の何れかに記載
の表示装置の駆動方法。
【請求項２０】  前記発光表示色を、色度座標値が(0.2
5,0.25)－(0.25,0.45)－(0.40,0,40)－(0,40,0.25)の範
囲に相当する色とすることを特徴とする請求項１９記載
の表示装置の駆動方法。
【請求項２１】  前記所定範囲を、発光表示色の色度差
０．４に相当する電圧とすることを特徴とする請求項１
５乃至２０の何れかに記載の表示装置の駆動方法。
【請求項２２】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＷＭ制御することで、減光表示を行うことを特徴と
する請求項１５乃至２１の何れかに記載の表示装置の駆
動方法。
【請求項２３】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＷＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴と
する請求項１５乃至２２の何れかに記載の表示装置の駆
動方法。
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【請求項２４】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＦＭ制御することで、減光表示を行うことを特徴と
する請求項１５乃至２１の何れかに記載の表示装置の駆
動方法。
【請求項２５】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＦＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴と
する請求項１５乃至２１または２４の何れかに記載の表
示装置の駆動方法。
【請求項２６】  ドットマトリクス型の表示領域と、セ
グメント型の表示領域との双方を夫々構成する有機ＥＬ
素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御し、ＰＷＭデュー
ティがほぼ同一となるように制御することを特徴とする
請求項１５乃至２１の何れかに記載の表示装置の駆動方
法。
【請求項２７】  前記ＰＷＭデューティを変化させるこ
とで減光表示を行うことを特徴とする請求項２６記載の
表示装置の駆動方法。
【請求項２８】  前記セグメント型の表示領域に対して
接続する駆動回路の定電流源の個数を、前記ドットマト
リクス型の表示領域に対して接続する定電流源の個数よ
りも多くすることを特徴とする請求項２６または２７記
載の表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、有機ＥＬ素子を画
素として用いることで単一色の発光表示を行う表示装
置、及びその表示装置の駆動方法に関する。
【０００２】
【従来の技術】図１１は、従来の有機ＥＬ素子を用いた
表示パネルの駆動方式を示す。表示パネル１において、
ダイオードのシンボルで示す複数のＥＬ素子２は、複数
の陽極線３（１）～３（ｍ，例えば２５６）と複数の陰
極線４（１）～４（ｎ，例えば６４）との交点にマトリ
クス状に配置されている。
【０００３】そして、陽極線３または陰極線４の何れか
一方（例えば陰極線４）を、一定周期で走査スイッチ５
（１）～５（ｎ）を切替えて順次グランドに接続するよ
うに走査すると共に、その走査周期に同期して、他方
（例えば陽極線３）駆動スイッチ６（１）～６（ｍ）を
切替えて電流源７（１）～７（ｎ）に順次接続すること
で任意の交点位置のＥＬ素子２を発光させるようにして
いる。尚、走査スイッチ５（１）～５（ｎ）は走査ドラ
イバＩＣ９として構成されており、駆動スイッチ６
（１）～６（ｍ）及び電流源７（１）～７（ｍ）は、信
号ドライバＩＣ８として構成されている。
【０００４】例えば、ＥＬ素子２（１，１）と、ＥＬ素
子２（１，２）とを発光させる場合には、図１１に示す
ように、走査スイッチ５（１）をグランド側に切り換え
て陰極線４（１）をグランド電位に設定すると共に、駆
動スイッチ６（１），６（２）を電流源７（１），７
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（２）側に切り換えると共に、駆動スイッチ６（３）～
６（２５６）をグランド側に切り換える。すると、ＥＬ
素子２（１，１）及び２（１，２）のみに駆動電流が供
給されて発光するようになる。
【０００５】斯様な走査スイッチ５及び駆動スイッチ６
の切替えを高速で繰り返して任意の位置のＥＬ素子２を
発光させ、人間の目には複数のＥＬ素子２が同時に発光
しているように視認させることで表示パネル１に画像デ
ータを表示させるようにしている。また、非選択の陰極
線４（２）～４（６４）には、電源電圧と同電位の逆バ
イアス電圧ＶCC  を印加することで、その他のＥＬ素子
２が誤発光することを防止している。
【０００６】
【発明が解決しようとする課題】以上のように構成され
る表示パネルについて、輝度を調整する場合には、信号
ドライバＩＣ８における電流源７の出力電流値の設定を
変更することで調整するようにしている。例えば、ＥＬ
素子２（１，１）（図１２では、Ｅ（１，１）とする）
を発光させる場合、図１２（ａ）に示す通常時に対して
図１２（ｂ）に示す減光時には、信号ドライバＩＣ８の
電流源７（１）に出力する制御信号Ａ1 の電圧レベルを
内部で個別に制御してＶ２に低下させるようにする。即
ち、電流源７（１）が定電流出力状態となる電圧しきい
値を下回る電圧を印加する。
【０００７】また、例えば、図１３に示すように、ＥＬ
素子２（１，１）～２（３，１）を階調表示させる場合
も、やはり、制御信号Ａ1 の電圧レベルを順次Ｖ２，Ｖ
３に低下させることで行っている。
【０００８】ところが、本発明の発明者らが行った実験
によれば、有機ＥＬ素子は、素子に印加される電圧（素
子の端子電圧）が変化すると発光色度も変化することが
確認された。その変化の状態を図１４に示す。即ち、印
加電圧が変化することで、色度座標（Ｘ，Ｙ）の座標値
が変化している。
【０００９】ここで、有機ＥＬ素子を用いた表示装置に
は、異なる発光色を有する有機ＥＬ素子の発光層を複数
重ねることで、一層のみの発光では得ることができない
単一の発光色を得るように構成されるものがある。この
ように構成される表示装置においては、各層毎の発光色
を精確に制御しなければ所期の発光色を得ることはでき
ない。
【００１０】従って、上記構成の表示装置において、発
光輝度を調整するために素子に対する印加電圧を変化さ
せると、各層における発光色度がそれぞれ変化してバラ
ンスが取れなくなり表示装置の発光色が大きく変化する
ため、表示品位が低下するという問題が生じる。
【００１１】また、単一の発光層を有する有機ＥＬ素子
を画素として用いることで単一色の発光表示を行うもの
においては、印加電圧が変化することで単一の発光層内
における発光位置が例えば陽極側，陰極側に変化して光
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の干渉位置が変化し、従って発光色度が変化することが
確認され、異なる発光色を有する発光層を積層したもの
と同様な問題が生じる。
【００１２】本発明は上記事情に鑑みてなされたもので
あり、その目的は、表示品位を低下させることなく発光
輝度を調整することができる、単一色の発光表示を行う
表示装置、及びその表示装置の駆動方法を提供すること
にある。
【００１３】
【課題を解決するための手段】請求項１記載の表示装置
によれば、有機ＥＬ素子を画素として用い単一色の発光
表示を行う構成において、発光表示の輝度設定を変化さ
せる場合は、有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧レベルを
所定範囲内とすることで、視覚で認識される発光表示色
が変化しないようにする。斯様に構成すれば、視覚で認
識される発光表示色を変化させずに維持した状態で発光
輝度の設定を変化させることができるので、表示品位の
低下を防止することができる。
【００１４】請求項２記載の表示装置によれば、複数の
表示領域の少なくとも一部について領域の大きさが異な
る場合に、各素子に印加する駆動電圧レベルを所定範囲
内とした状態で、視覚によって認識される発光表示色が
変化しないようにする。即ち、大きさが異なる複数の表
示領域についてそれらの発光輝度がほぼ同一となるよう
に調整する場合にも、印加電圧レベルを変化させること
で行うと発光輝度を調整する場合と同様の問題が発生す
る。従って、この場合も有機ＥＬ素子に印加する駆動電
圧レベルを所定範囲内に維持した状態で調整を行えば、
視覚で認識される発光表示色を変化させずに維持した状
態で輝度調整を行うことができる。
【００１５】請求項３記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子を複数の発光層を積層して構成する。即ち、異な
る色度で発光する発光層を複数積層することで、ある種
の単一発光色を容易に得ることができる場合がある。そ
して、斯様な構成においては、所期の発光色を得るには
各発光層の発光色度を所定の範囲内に収めるように調整
する必要がある。従って、各有機ＥＬ素子に印加する駆
動電圧レベルを所定範囲内に維持した状態で調整を行え
ば、視覚で認識される発光表示色を変化させずに維持す
ることができ、表示品位の低下を防止することができ
る。
【００１６】請求項４記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子を単一の発光層で構成する。即ち、上述したよう
に、単一の発光層で単一の発光色を得る構成において
も、印加電圧が変化すると発光色度が変化する問題が同
様に生じる。従って、単一の発光層を有する有機ＥＬ素
子にも、本発明を有効に適用することができる。
【００１７】請求項５記載の表示装置によれば、発光表
示色を白色とする。即ち、人間の視覚は、緑，赤，青な
どの色よりも、白に対する色度のずれを最も感知しやす
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いことが官能評価などにより明らかになっている。従っ
て、本発明を白色で発光する表示装置に適用すれば、表
示品位の低下を有効に防止することができる。
【００１８】請求項６記載の表示装置によれば、発光表
示色を、色度座標値が(0.25,0.25) －(0.25,0.45) －
(0.40,0,40) －(0,40,0.25) の範囲に相当する色とす
る。即ち、発明者らの官能評価によれば、人間の視覚
は、上記色度座標値の範囲に相当する白色に対する色度
変化の感度が極めて鋭敏であることが判明した。感度が
鋭敏であるということは、人間の視覚でより小さな色度
差を感知し易いということである。従って、本発明を上
記座標値の範囲内となる白色を発光色とする表示装置に
適用すれば、表示品位の低下を一層有効に防止すること
ができる。
【００１９】請求項７記載の表示装置によれば、所定範
囲を、発光表示色の色度差０．４に相当する電圧とす
る。即ち、発明者らの実験によれば、人間の視覚では発
光色度が色度座標値で０．４変化すると色の相違を認識
できることが明らかとなった。そこで、有機ＥＬ素子に
印加する電圧の所定範囲を色度差０．４に相当する電圧
とすれば、表示を見るものに対して発光色度の変化を認
知させないようにすることができる。
【００２０】請求項８記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御することで減光
表示を行うので、印加電圧の振幅をほぼ同一にして電圧
波形のパルス幅を変化させることにより、発光色度を変
化させることなく減光表示を行うように調整することが
できる。
【００２１】請求項９記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御することで階調
表示を行うので、請求項８と同様にして、発光色度を変
化させることなく階調表示を行うように調整することが
できる。
【００２２】請求項１０記載の表示装置によれば、有機
ＥＬ素子に印加する駆動電圧をＰＦＭ制御することで減
光表示を行うので、印加電圧の振幅をほぼ同一にして電
圧パルスの周波数を変化させることにより、発光色度を
変化させることなく減光表示を行うように調整すること
ができる。
【００２３】請求項１１記載の表示装置によれば、有機
ＥＬ素子に印加する駆動電圧をＰＦＭ制御することで階
調表示を行うので、請求項１０と同様にして、発光色度
を変化させることなく階調表示を行うように調整するこ
とができる。
【００２４】請求項１２記載の表示装置によれば、ドッ
トマトリクス型の表示領域と、セグメント型の表示領域
との双方を構成する有機ＥＬ素子に夫々印加する駆動電
圧をＰＷＭ制御し、ＰＷＭデューティがほぼ同一となる
ように制御する。
【００２５】即ち、一般に、ドットマトリクス型の表示
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7
領域を構成する画素とセグメント型の表示領域を構成す
る画素とでは発光表示面積が比較的大きく異なるが、そ
の面積の差に応じてＰＷＭデューティを大きく変化させ
ると印加電圧が異なり、発光色度にもある程度影響を及
ぼすことになる。従って、このような構成においては、
両者に印加する電圧のＰＷＭデューティをほぼ同一に制
御することで両者の発光色度がほぼ等しくなるようにす
れば、表示品位を維持することができる。
【００２６】請求項１３記載の表示装置によれば、ドッ
トマトリクス型の表示領域とセグメント型の表示領域と
の双方を備える構成において、ＰＷＭデューティを変化
させることで減光表示を行うので、発光色度をほぼ同一
に維持しながら減光表示を制御することができる。
【００２７】請求項１４記載の表示装置によれば、セグ
メント型の表示領域に対して接続する駆動回路の定電流
源の個数を、ドットマトリクス型の表示領域に対して接
続する定電流源の個数よりも多くする。上述したよう
に、両者の画素面積は大きく異なるため、それに応じて
駆動電流の設定量も大きく異なる。従って、夫々１つの
電流源によって駆動電流を供給しようとすると、電流の
可変範囲を大きくする必要がある。
【００２８】そこで、例えば、設定電流値が略同じある
定電流源を複数用意して、ドットマトリクス型の画素に
は１つを接続し、セグメント型の画素には複数の定電流
源を接続するようにすれば、駆動電流量の調整を容易に
行うことができる。また、結果として駆動回路の構成が
簡単になるので、コストダウンを図ることもできる。
【００２９】
【発明の実施の形態】（第１実施例）以下、本発明を車
両のインストルメントパネルに使用される表示装置に適
用した場合の第１実施例について図１乃至図５を参照し
て説明する。尚、図１１と同一部分には同一符号を付し
て説明を省略し、以下異なる部分についてのみ説明す
る。図１に示すように、本実施例における表示パネル１
１は、表示パネル１と同様にドットマトリクス型であ
り、ＥＬ素子２に代えて、発光色が夫々青，黄の２つの
発光層が積層されることでトータルでの発光色が白色と
なるように構成されている有機ＥＬ素子１２が配置され
ている。
【００３０】図２には、ＥＬ素子１２の概略的な構成を
示す。ＥＬ素子１２は、陰極１３と陽極１４との間に、
電子注入層１５，青色発光層１６，黄色発光層１７，ホ
ール注入層１８が積層されて構成されている。青色発光
層１６，黄色発光層１７は、陰極１３と陽極１４との間
に電圧が印加されると夫々青色，黄色に発光するＥＬ層
である。また、電子注入層１５及びホール注入層１８は
ＥＬと同様な有機化合物で構成される層であり、電圧が
印加された場合に、発光層１６，１７に対して電子及び
ホールを効率的に注入することを目的として配置されて
いる。
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【００３１】また、図３には、ＥＬ素子１２に対する印
加電圧［Ｖ］と、発光層１６，１７の発光輝度［Ｃｄ／
ｍ２］との関係を示す。この図において、印加電圧が上
昇することに伴って、各発光層１６，１７の発光輝度は
異なる曲線で上昇している。そして、青：赤の比が概ね
１：４から１：２の範囲において、２つの発光色が合成
された色が人間の視覚では白色として認識されるように
なっている。
【００３２】そして、ＥＬ素子１２は、陰極１３，陽極
１４間に電圧が印加された場合に、両者の発光輝度比に
より合成された発光色が最適な白色となるように、各層
毎に印加される電圧比が予め調整されている（例えば、
各層の厚さを変化させることなどにより）。
【００３３】ここで、図４には色度座標を示すが、ＥＬ
素子１２の発光色である白色は、色度座標において、
(0.25,0.25) －(0.25,0.45) －(0.40,0,40) －(0,40,0.
25)の領域に属する白色である。発明者らの官能評価に
よれば、人間の視覚は、上記色度座標値の範囲に相当す
る白色に対する色度変化の感度が極めて鋭敏であること
が判明した。感度が鋭敏であるということは、人間の視
覚でより純粋な白色として認識されるということである
から、上記座標値の範囲内となる白色を発光するように
調整を行うことで、表示パネル１１によって非常に高い
品位の白色表示を行うことが可能となる。
【００３４】表示パネル１１には、外部より与えられる
表示信号及び減光指令信号に基づいて信号ドライバＩＣ
８及び走査ドライバＩＣ９に制御信号Ａ1 ～Ａ256 ，Ｂ
1 ～Ｂ64を出力する表示制御部１９が接続されている。
尚、前者に対してはＰＷＭ制御信号が出力される。そし
て、表示パネル１１，ドライバＩＣ８及び９並びに表示
制御部１９によって表示装置２０が構成されている。
【００３５】次に、本実施例の作用について図５をも参
照して説明する。図５は、表示制御部１９がドライバＩ
Ｃ８及び９に出力する制御信号の一部を示すタイミング
チャートである。制御信号Ｂ1 ～Ｂ64  は、各信号が１
フレーム内において順次ロウレベルとなるように走査ド
ライバＩＣ９に出力され、陰極線４（１）～４（６４）
を順次１本ずつグランドレベルに設定する。
【００３６】一方、制御信号Ａ1 ～Ａ256は、画像デー
タ信号に応じて、各陰極線（走査線）４上にある２５６
個のＥＬ素子１２のうち発光させる素子１２に対応する
ものをハイレベルとして駆動ドライバＩＣ８に出力する
ことで、対応する陽極線（信号線）３（１）～３（２５
６）に電流源７の駆動電流を供給させる。
【００３７】例えば、“第１ライン（陰極線４（１））
選択”の期間では、制御信号Ｂ1のみがロウレベルとな
り、陰極線４（１）上のＥＬ素子１２（１，１）を発光
させるため、制御信号Ａ1をハイレベルにしている。次
の“第２ライン選択”の期間では、制御信号Ｂ2のみが
ロウレベルとなり、ＥＬ素子２（１，１）は発光されな
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いため、制御信号Ａ1はロウレベルとなっている。
【００３８】そして、図５（ａ）は、周囲が明るい昼間
の時間帯などに車両が走行する場合であり、表示パネル
１１の減光表示を行わない通常時、図５（ｂ）は、周囲
が暗い夜間の時間帯などに車両が走行する場合であり、
表示パネル１１の減光表示を行う場合である。即ち、表
示制御部１９に対しては、例えば車両のボデーＥＣＵな
どから減光指令信号が与えられている。
【００３９】表示制御部１９は、図５（ａ）における制
御信号Ａ1 のハイレベルデューティに対して、図５
（ｂ）におけるハイレベルデューティを小さくすること
で減光表示を行うようにしている。この場合、信号ドラ
イバＩＣ８を介してＥＬ素子１２に印加される電圧の振
幅レベルは同一であるから、ＥＬ素子１２が発光してい
る期間の瞬間的な輝度は等しくなる。従って、減光表示
を行っても、表示パネル１１の発光色は白色から変化す
ることはない。
【００４０】以上のように本実施例によれば、２つの発
光層１６，１７を積層して構成される有機ＥＬ素子１２
を画素として用い白色の発光表示を行う表示パネル１１
に対して、表示制御部１９は、各ＥＬ素子１２に印加す
る駆動電圧レベルは変化させずにＰＷＭ制御を行うこと
で減光表示を行うようにした。従って、視覚によって認
識される表示パネル１１の発光表示色を変化させること
なく減光表示を行うことができ、表示品位の低下を防止
することができる。
【００４１】そして、表示パネル１１の発光表示色を、
色度座標値が(0.25,0.25) －(0.25,0.45) －(0.40,0,4
0) －(0,40,0.25) の範囲に相当する白色とした。即
ち、発明者らの官能評価により、人間の視覚が色度変化
のずれに対して最も鋭敏となる色度座標値の範囲に相当
する白色表示に適用したので、表示品位の低下を有効に
防止することができる。
【００４２】（第２実施例）図６は本発明の第２実施例
を示すものであり、第１実施例と同一部分には同一符号
を付して説明を省略し、以下異なる部分についてのみ説
明する。第２実施例の構成は第１実施例と同様であり、
表示制御部１９が表示パネル１１について階調表示を行
う場合を示す。
【００４３】例えば、表示パネル１１のＥＬ素子１２
（１，１），１２（２，１），１２（３，１）について
階調表示を行うものとする。図６に示すように、表示制
御部１９は、第１,第２，第３ラインが選択される期間
において、制御信号Ａ1  をハイレベルにすることでＥ
Ｌ素子１２（１，１），１２（２，１），１２（３，
１）を発光させる。この時、制御信号Ａ1 のＰＷＭデュ
ーティを次第に小さくすることで、ＥＬ素子１２（１，
１）からＥＬ素子１２（３，１）にかけて輝度が次第に
小さくなるように階調表示を行う。
【００４４】即ち、ＰＷＭ制御によって、何れのＥＬ素
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子１２（１，１）～１２（３，１）についても信号ドラ
イバＩＣ８を介して印加される電圧は同じになるので、
発光している期間の瞬間的な輝度はやはり同一となり、
発光色度は等しくなるように維持される。そして、ＰＷ
Ｍデューティを変化させることで各素子１２の（視覚に
よって認識される）発光輝度を変化させて、階調表示を
実現している。
【００４５】以上のように第２実施例によれば、ＥＬ素
子１２に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御することによ
り、発光色度を変化させることなく階調表示を行うよう
に調整することができる。
【００４６】（第３実施例）図７及び図８は本発明の第
３実施例を示すものであり、第１実施例と同一部分には
同一符号を付して説明を省略し、以下異なる部分につい
てのみ説明する。第３実施例の構成は、ドットマトリク
ス型の表示パネル１１部分をドットマトリクス表示部
（表示領域）２１とし、それにセグメント型の表示を行
うための有機ＥＬ素子２２よりなるセグメント表示部
（表示領域）を加えたものが表示パネル２３として構成
されている。尚、表示制御部１９は図示を省略してい
る。
【００４７】そして、信号ドライバＩＣ８Ａには、ＥＬ
素子２２に駆動電流を供給するためのスイッチ６（seg
 ）及び電流源７（seg ）を備えており、走査ドライバ
ＩＣ９は、スイッチ５（seg ）を備えている。また、表
示制御部１９は、ＥＬ素子２２を駆動制御するための制
御信号Ａseg をも出力するようになっている。以上によ
り表示装置２４が構成されている。
【００４８】次に、第３実施例の作用について図８を参
照して説明する。図８は、表示制御部１９がＥＬ素子１
２（１，１）とＥＬ素子２２とを同時に発光表示させる
場合の制御信号のタイミングチャートである。即ち、表
示制御部１９は、第１ラインが選択される期間におい
て、制御信号Ａ1  をハイレベルにすると共に制御信号
Ａseg をもハイレベルにすることでＥＬ素子１２（１，
１）及び２２を同時に発光表示させる。この時、制御信
号Ａ1 ，Ａseg  のＰＷＭデューティを同一にしてい
る。
【００４９】即ち、ＥＬ素子１２（１，１）とＥＬ素子
２２とでは発光表示面積が比較的大きく異なるが、その
面積の差に応じてＰＷＭデューティが大きく異なるよう
に設定すると、双方の素子に印加される電圧（パルス振
幅）が同一であるとしても発光色度にある程度影響を及
ぼすことになる。従って、双方に印加する電圧のＰＷＭ
デューティを同一に制御することで両者の発光色度を等
しくして、表示品位を維持する。
【００５０】以上のように第３実施例によれば、表示制
御部１９は、ドットマトリクス表示部２１を構成する有
機ＥＬ素子１２（１，１）とセグメント表示部を構成す
る有機ＥＬ素子２２に対して、信号ドライバＩＣ８を介
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して夫々印加する駆動電圧のＰＷＭデューティがほぼ同
一となるように制御した。従って、発光表示面積が比較
的大きく異なる場合でも両者の発光色度がほぼ等しくな
るようにして、表示品位を維持することができる。
【００５１】（第４実施例）図９は本発明の第４実施例
を示すものである。第４実施例は、第１実施例のように
減光表示を行う場合に、表示制御部１９による制御信号
の出力形態が異なっている。例えば、ＥＬ素子１２
（１，１）を連続的に発光させる場合、図９（ａ）に示
す通常時は、各表示周期毎に制御信号Ａ1 を同一のＰＷ
Ｍデューティで出力する。
【００５２】一方、図９（ｂ）に示す減光時には、ＰＷ
Ｍデューティが同一の制御信号Ａ1を３周期毎に出力す
る。この場合、発光輝度は通常時の約１／３となる。即
ち、表示制御部１９は、制御信号の出力周波数を変化さ
せてＰＦＭ制御を行うものである。以上のように構成し
た第４実施例による場合も、信号ドライバＩＣ８を介し
てＥＬ素子１２（１，１）に印加される電圧レベルを同
一にして、発光色度を維持した状態で減光表示を行うこ
とができる。
【００５３】（第５実施例）図１０は本発明の第５実施
例を示すものであり、第３実施例と同一部分には同一符
号を付して説明を省略し、以下異なる部分についてのみ
説明する。第５実施例では、第３実施例の構成における
信号ドライバＩＣ８Ａを信号ドライバＩＣ８Ｂに置き換
えたものである。
【００５４】信号ドライバＩＣ８Ｂは、第３実施例にお
ける電流源７（seg ）を、３つの電流源７（seg1）～７
（seg3）に置き換えたものとして構成されている。即
ち、第３実施例の電流源７（seg ）は、ＥＬ素子２２の
発光面積に応じて駆動電流量が他の電流源７（１）～７
（２５６）よりも大きくなるように設定する必要があっ
た。
【００５５】これに対して、第５実施例における電流源
７（seg1）～７（seg3）の駆動電流量は、他の電流源７
（１）～７（２５６）により近い値に設定することが可
能である。そして、これら３つの電流源７（seg1）～７
（seg3）は、夫々スイッチ６（seg1）～６（seg3）を介
してＥＬ素子２２の陽極に共通に接続されている。
【００５６】以上のように構成された第５実施例によれ
ば、セグメント表示部を構成するＥＬ素子２２に対して
接続する信号ドライバＩＣ８Ｂの電流源７の個数が、ド
ットマトリクス表示部２１を構成するＥＬ素子１２に対
して接続する電流源７の個数よりも多くなるようにし
た。
【００５７】従って、駆動電流量の調整が容易となり、
ＥＬ素子１２とＥＬ素子２２との間における発光輝度の
調整をより簡単に行うことができる。また、結果として
信号ドライバＩＣ８Ｂの構成が簡単になるので、コスト
ダウンを図ることも可能である。
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【００５８】本発明は上記し且つ図面に記載した実施例
にのみ限定されるものではなく、次のような変形または
拡張が可能である。有機ＥＬ素子の発光色は、上記実施
例のような色度座標値の範囲に属する白色に限ることな
く、当該範囲を外れる白色であっても良い。また、白色
に限ることなく、異なる色で発光する複数の発光層を積
層することで単一色を表示する有機ＥＬ素子であれば適
用が可能である。第３実施例において、ＥＬ素子１２と
ＥＬ素子２２とを表示制御するＰＷＭデューティ比は必
ずしも同一である必要はなく、印加電圧レベルがほぼ等
しければデューティ比が多少異なっていても発光色度が
同一であるように認識させることは可能である。また、
発明者らが行った官能評価の結果によれば、人間の視覚
では発光色度が色度座標値で０．４程度変化すると、色
としての差を認識できることが判明した。この座標値
０．４に相当する印加電圧を図１２から求めると約４Ｖ
である。従って、印加電圧差が４Ｖに相当する範囲内で
ＰＷＭデューティ比を変化させても良い。或いは、所定
範囲を４Ｖとして印加電圧レベルが異なっていても良
い。
【００５９】ドットマトリクス表示部とセグメント表示
部とは、必ずしも同一の表示パネル上に形成されるもの
に限らず、例えば、双方の表示部が別体で構成され、近
接した状態で使用されるものについても同様に適用が可
能である。また、表示サイズが異なる複数のドットマト
リクス表示部を有するものに適用しても良い。例えば、
３２×３２のドットマトリクス表示部と６４×６４のド
ットマトリクス表示部とを備えている場合に夫々に出力
する制御信号のデューティ比を１／３２，１／６４に設
定すると、夫々において１つの画素を構成するＥＬ素子
は同じものであるから、積分的な印加電圧が異なること
により各表示部の発光色度が異なってしまう。このよう
な構成では、デューティ比を同一に（例えば、１／６４
デューティ）すれば発光色度が同一になる。
【００６０】更に、表示サイズが異なる複数のセグメン
ト表示部を有するものに適用しても良い。発光層を３層
以上積層するものに適用しても良い。車両のインストル
メントパネルに限ることなく、複数の発光層を積層する
ことで単一色を表示する有機ＥＬ素子を用いる表示装置
であれば適用することができる。上記の実施形態では、
複数尾発光層を積層して単一色を表示する有機ＥＬ素子
を用いる表示装置について説明したが、単一の発光層を
備えて単一色を表示する有機ＥＬ素子を用いる表示装置
についても本発明を適用することができる。例えば、緑
色の発酵を発する単一の発光層に対して印加電圧が変化
することで発光層内での発光位置が変化し、光の干渉位
置が変化して緑色の色度が変化する場合がある。このよ
うな問題に対しても、上述の表示装置の構成、または表
示装置の駆動方法を適用すれば、有機ＥＬ素子に印加さ
れる駆動電圧レベルが所定範囲内に維持されることで発
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光層内の発光位置変化が抑制され、発光色度の変化を抑
制することが可能となる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明を車両のインストルメントパネルに使用
される表示装置に適用した場合の第１実施例であり、表
示装置の電気的構成を示す図
【図２】有機ＥＬ素子の概略的な構成を示す図
【図３】有機ＥＬ素子に対する印加電圧［Ｖ］と、青
色，黄色発光層の発光輝度［Ｃｄ／ｍ２］との関係を示
す図
【図４】色度座標を示す図
【図５】表示制御部がドライバＩＣに出力する制御信号
の一部を示すタイミングチャートであり、（ａ）は通常
時、（ｂ）は減光時を示す図
【図６】本発明の第２実施例を示す図５相当図
【図７】本発明の第３実施例を示す図１相当図 *
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*【図８】表示制御部がドライバＩＣに出力する制御信号
の一部を示すタイミングチャート
【図９】本発明の第４実施例を示す図５相当図
【図１０】本発明の第５実施例を示す図１相当図
【図１１】従来技術を示す図１相当図
【図１２】図５相当図
【図１３】図６相当図
【図１４】有機ＥＬ素子に印加される電圧（素子の端子
電圧）に応じて発光色度が変化する状態を示す図
【符号の説明】
７は電流源（定電流源）、８，８Ａ，８Ｂは信号ドライ
バＩＣ（駆動回路）、１１は表示パネル、１２は有機Ｅ
Ｌ素子、１６は青色発光層、１７は黄色発光層、１９は
表示制御部、２０は表示装置、２１はドットマトリクス
表示部（表示領域）、２２は有機ＥＬ素子（表示領
域）、２３は表示パネル、２４は表示装置を示す。

【図１】 【図２】

【図３】 【図８】



(9) 特開２００３－２３４１８１

【図４】

【図５】 【図６】

【図９】
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【図７】 【図１０】

【図１１】
【図１２】

【図１４】
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【図１３】

  
─────────────────────────────────────────────────────
【手続補正書】
【提出日】平成１４年９月１９日（２００２．９．１
９）
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】  有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子
を画素として用いることで単一色の発光表示を行う表示
装置において、
発光表示の輝度設定を変化させる場合に、有機ＥＬ素子
に印加する駆動電圧レベルを所定範囲内とした状態で、
視覚によって認識される発光表示色が変化しないように
構成されており、前記有機ＥＬ素子は異なる色で発光す
る複数の発光層が積層されて構成されることを特徴とす
る表示装置。
【請求項２】  有機ＥＬ（Electro Luminescence）素子
を画素として用いることで単一色の発光表示を行い、複
数の表示領域を有する表示装置において、
複数の表示領域の少なくとも一部について領域の大きさ
が異なる場合に、有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧レベ
ルを所定範囲内とした状態で、視覚によって認識される
発光表示色が変化しないように構成されており、前記有
機ＥＬ素子は異なる色で発光する複数の発光層が積層さ
れて構成されること特徴とする表示装置。
【請求項３】  発光表示色が白色であることを特徴とす
る請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】  前記発光表示色は、色度座標が（0.25，

0.25）－（0.25，0.45）－（0.40，0.40）－（0.40，0.
25）の範囲に相当する色であることを特徴とする請求項
３に記載の表示装置。
【請求項５】  前記所定範囲は、発光表示色の色度差
０．４に相当する電圧であることを特徴とする請求項１
乃至４の何れかに記載の表示装置。
【請求項６】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧を
ＰＷＭ（Pulse Width Modulation）制御することで減光
表示を行うことを特徴とする請求項１乃至５の何れかに
記載の表示装置。
【請求項７】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧を
ＰＷＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴とす
る請求項１乃至６の何れかに記載の表示装置。
【請求項８】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧を
ＰＦＭ（Pulse Frequency Modulation）制御すること
で、減光表示を行うことを特徴とする請求項１乃至５の
何れかに記載の表示装置。
【請求項９】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧を
ＰＦＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴とす
る請求項１乃至５または８に記載の表示装置。
【請求項１０】  ドットマトリックス型の表示領域と、
セグメント型の表示領域とを備え、双方の表示領域を構
成する有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御
し、ＰＷＭデューティがほぼ同一となるように制御する
ことを特徴とする請求項１乃至９の何れかに記載の表示
装置。
【請求項１１】  前記ＰＷＭデューティを変化させるこ
とで減光表示を行うことを特徴とする請求項１０に記載
の表示装置。
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【請求項１２】  複数の定電流源を有し、有機ＥＬ素子
に駆動電流を供給する駆動回路を備え、前記セグメント
型の表示領域に対して接続する定電流源の個数を、前記
ドットマトリクス型の表示領域に対して接続する定電流
源の個数よりも多くすることを特徴とする請求項１０ま
たは１１に記載の表示装置。
【請求項１３】  有機ＥＬ素子を画素として用いること
で単一色の発光表示を行う表示装置を駆動する方法にお
いて、
発光表示の輝度設定を変化させる場合に、有機ＥＬ素子
に印加する駆動電圧レベルを所定範囲内とした状態で、
視覚によって認識される発光表示色が変化しないように
構成されており、前記有機ＥＬ素子は異なる色で発光す
る複数の発光層が積層されて構成されることを特徴とす
る表示装置の駆動方法。
【請求項１４】  有機ＥＬ素子を画素として用いること
で単一色の発光表示を行い、複数の表示領域を有する表
示装置を駆動する方法において、前記複数の表示領域の
少なくとも一部について領域の大きさが異なる場合に、
有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧レベルを所定範囲内と
した状態で、視覚によって認識される発光表示色が変化
しないように構成されており、前記有機ＥＬ素子は異な
る色で発光する複数の発光層が積層されて構成されるこ
と特徴とする表示装置の駆動方法。
【請求項１５】  前記発光表示色を白色とすることを特
徴とする請求項１３または１４に記載の表示装置。
【請求項１６】  前記発光表示色は、色度座標が（0.2
5，0.25）－（0.25，0.45）－（0.40，0.40）－（0.4
0，0.25）の範囲に相当する色とすることを特徴とする
請求項１５に記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１７】  前記所定範囲を、発光表示色の色度差
０．４に相当する電圧とすることを特徴とする請求項１
３乃至１６の何れかに記載の表示装置の駆動方法。
【請求項１８】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＷＭ制御することで減光表示を行うことを特徴とす
る請求項１３乃至１７の何れかに記載の表示装置の駆動
方法。
【請求項１９】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＷＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴と
する請求項１３乃至１８の何れかに記載の表示装置の駆
動方法。
【請求項２０】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＦＭ制御するこで、減光表示を行うことを特徴とす
る請求項１３乃至１７の何れかに記載の表示装置の駆動
方法。
【請求項２１】  前記有機ＥＬ素子に印加する駆動電圧
をＰＦＭ制御することで、階調表示を行うことを特徴と
する請求項１３乃至１７または２０に記載の表示装置の
駆動方法。
【請求項２２】  ドットマトリックスの型の表示領域

と、セグメント型の表示領域との双方を夫々構成する有
機ＥＬ素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御し、ＰＷＭ
デューティがほぼ同一となるように制御することを特徴
とする請求項１３乃至１７の何れかに記載の表示装置の
駆動方法。
【請求項２３】  前記ＰＷＭデューティを変化させるこ
とで減光表示を行うことを特徴とする請求項２２に記載
の表示装置の駆動方法。
【請求項２４】  前記セグメント型の表示領域に対して
接続する駆動回路の定電流源の個数を、前記ドットマト
リクス型の表示領域に対して接続する定電流源の個数よ
りも多くすることを特徴とする請求項２２または２３に
記載の表示装置。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１１
【補正方法】削除
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１５
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１５】請求項１または２記載の表示装置によれ
ば、有機ＥＬ素子を複数の発光層を積層して構成する。
即ち、異なる色度で発光する発光層を複数積層すること
で、ある種の単一発光色を容易に得ることができる場合
がある。そして、斯様な構成においては、初期の発光色
を得るには各発光層の発光色度を所定の範囲内に収める
ように調整する必要がある。従って、各有機ＥＬ素子に
印加する駆動電圧レベルを所定範囲内に維持した状態で
調整を行えば、視覚で認識される発光表示色を変化させ
ずに維持することができ、表示品位の低下を防止するこ
とができる。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１６
【補正方法】削除
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１７
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１７】請求項３記載の表示装置によれば、発光表
示色を白色とする。即ち、人間の視覚は、緑、赤、青な
どの色よりも、白に対する色度のずれを最も感知しやす
いことが官能評価などにより明らかになっている。従っ
て、本発明を白色で発光する表示装置に適用すれば、表
示品位の低下を有効に防止することができる。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
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【補正対象項目名】００１８
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１８】また、請求項４に記載の表示装置によれ
ば、発光表示色を、色度座標が（0.25，0.25）－（0.2
5，0.45）－（0.40，0.40）－（0.40，0.25）の範囲に
相当する色とする。即ち、発明者らの官能評価によれ
ば、人間の視覚は、上記色度座標値の範囲に相当する白
色に対する色度変化の感度が極めて鋭敏であることが判
明した。感度が鋭敏であるということは、人間の感覚で
より小さな色度差を感知し易いということである。従っ
て、本発明を上記座標値の範囲内となる白色を発光色と
する表示装置に適用すれば、表示品位の低下を一層有効
に防止することができる。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１９
【補正方法】変更
【補正内容】
【００１９】請求項５記載の表示装置によれば、所定範
囲を、発光表示色の色度差０．４に相当する電圧とす
る。即ち、本発明者らの実験によれば、人間の感覚では
発光色度が色度座標値で０．４変化すると色の相違を認
識できることが明らかとなった。そこで、有機ＥＬ素子
に印加する電圧の所定範囲を色度差０．４に相当する電
圧とすれば、表示を見るものに対して発光色度の変化を
認知させないようにすることができる。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２０】請求項６記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御することで減光
表示を行うので、印加電圧の振幅をほぼ同一にして電圧
波形のパルス幅を変化させることにより、発光色度を変
化させることなく減光表示を行うように調整することが
できる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２１
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２１】請求項７記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子に印加する駆動電圧をＰＷＭ制御することで階調
表示を行うので、請求項６と同様にして、発光色度を変
化させることなく階調表示を行うように調整することが
できる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】明細書

【補正対象項目名】００２２
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２２】請求項８記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子に印加する駆動電圧をＰＦＭ制御するこで減光表
示を行うので、印加電圧の振幅をほぼ同一にして電圧パ
ルスの周波数を変化させることにより、発光色度を変化
させることなく減光表示を行うように調整することがで
きる。
【手続補正１１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２３
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２３】請求項９記載の表示装置によれば、有機Ｅ
Ｌ素子に印加する駆動電圧をＰＦＭ制御することで階調
表示を行うので、請求項８と同様にして、発光色度を変
化させることなく階調表示を行うように調整することが
できる。
【手続補正１２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２４
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２４】請求項１０記載の表示装置によれば、ドッ
トマトリックス型の表示領域と、セグメント型の表示領
域との双方を構成する有機ＥＬ素子に夫々印加する駆動
電圧をＰＷＭ制御し、ＰＷＭデューティがほぼ同一とな
るように制御する。
【手続補正１３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２６
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２６】請求項１１記載の表示装置によれば、ドッ
トマトリックス型の表示領域とセグメント型の表示領域
との双方を備える構成において、ＰＷＭデューティを変
化させることで減光表示を行うので、発光色度をほぼ同
一に維持しながら減光表示を制御することができる。
【手続補正１４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２７
【補正方法】変更
【補正内容】
【００２７】請求項１２記載の表示装置によれば、セグ
メント型の表示領域に対して接続する定電流源の個数
を、ドットマトリクス型の表示領域に対して接続する定
電流源の個数よりも多くする。上述したように、両者の
画素面積は大きく異なるため、それに応じて駆動電流の
設定量も大きく異なる。従って、夫々１つの電流源によ



(14) 特開２００３－２３４１８１

って駆動電流を供給しようとすると、電流の可変範囲を 大きくする必要がある。
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